　　　　　　　　　　 ＩＴＣクイズ回答 
Ｑ１．ITC会員が在籍するクラブは世界の何カ国にあるでしょうか。
Ａ１．世界１７カ国にあります。
　　＊オーストラリア　　オーストリア　　バハマ　　ベルギー　　カナダ　　ギリシャ　　 　　 アイスランド　  マラウィ　　メキシコ　　 オランダ　　ニュージランド　　
ポーランド　　　南アフリカ 　　タイ　　　イギリス　　　アメリカ　　　　日本

参考：ITCHP 2006.1.31現在
Ｑ２．世界にはいくつのディビジョンがあり、日本はどのディビジョンに所属していますか。
Ａ２．４つのディビジョンがあり、日本はディビジョンⅣに所属しています。

＊ディビジョンは罫線に従って設定され地球を4つに分割しています。

　　　　ＤｉｖⅠ　　西経１８０度から西経１００度

　　　　ＤｉｖⅡ　　西経１００度から西経　３０度

　　　　ＤｉｖⅢ　　西経　３０度から東経　９０度

　　　　ＤｉｖⅣ　　東経　９０度から東経１８０度

これらのディビジョン分割線はすべて現存のＩＴＣリ－ジョンの境界線を考慮されており

担当地域を監督するために設定されています。
Ｑ３．日本と同じディビジョンに所属しているリージョンは何処ですか。
Ａ３．オーストラリア、ニュージランド
＊タイにはリージョンはありませんがタイのバンコッククラブは無所属クラブとして日本と同じディビジョンⅣに所属しています。
Ｑ４．世界にはいくつのリージョンがありますか。
Ａ４．１９
　＊1978年オーストラリアリージョンがオーストラリアン・フリンダーズリージョンとオーストラリアン・パシフィックリージョンに分割されました。
オーストラリアン・フリンダーズリージョンは、ヴィクトリア州とタスマニア州が所属し、オーストラリアン・パシフィックリージョンは、ニューサウスウェールズ州、クィーンズランド州、ウエスタンオーストラリア州が所属していました。

しかし、１998年に再び統合され現在のオーストラリアリージョンとなりました。
＊2004年ノースイーストリージョンとグレートレイクスリージョンが合併し、ノースイーストリージョンとなり、それまでのリージョン数21が20になりました。

＊2005年南アフリカファウンダーズリージョンが消滅し、リージョン数は現在19になりました。

Ｑ５．国際役員等の名前の後ろにＳ.Ｃ．とかＡ.Ｃ.という文字がありますが、これはなにを意味したものでしょうか。

Ａ５．必要条件を全て完了した資格認証過程修了者にだけ授与される称号です。
＊ＩＴＣの訓練の水準や価値を公開し保護するものです。
コース１,２,３の修了者は　Skilled Communicator (S.C.)　　 熟練した

   　　コース４の修了者は　Accomplished Communicator(A.C.)　  完成した

   　　コース５の修了者は　Distinguished Communicator(D.C.)　  卓越した

Ｑ６．会長が職権委員として委員会に出席した場合、会長は採決に参加しますか。
Ａ６．会長は職権により全ての委員会の委員となることを規定している場合、会長は定足数には計算されません。会長は委員会の議事に参加する権利を持つが義務は負わない。

　　　会則や規則に定めていない限り、会長はいずれの委員会に於いて職権上の委員ではありません。

Ｑ７．会長が欠席のとき、誰がその代理をしますか。
Ａ７．会長が欠席のときは副会長がその代理を務めます。他の選出役員が欠席のときは、代理といえども議長が任命する事はできません。フロアの承認を得なければなりません。

Ｑ８．クラブ役員の最小限必要な役職はどの役職ですか。
Ａ８．会長、書記、会計（又は書記兼会計）と適用される場合にはカウンスルへの派遣員です。

Ｑ９．議長がタイムアジェンダどおりの進行を間違えました。そのとき議事録にはどのように記載しますか。
Ａ９．議事が行われた通りに記載します。

Ｑ10. 動議の提出者は採決に際して反対票を投じてもいいですか。
Ａ10．討議において動議の提出者は反対する発言を行うことは認められません。
しかし、反対票を投ずることは出来ます。

Ｑ11．セコンドなしに動議を審議しました。この場合この採決は有効ですか。
Ａ11．議長がセコンドを促す事を忘れ、また会員もそれに対して疑問をはさまずそのまま審議され採決が行われた場合は、セコンドなしの動議の採決に参加したことにより会員たちは、この動議を正式に審議に値するものと認めたことになります。この採決の結果は有効です。
Ｑ12 . ＰＲＥＭ(プレム) は何の略でしょうか。
Ａ12 . 現在のPREMは
Publicity（広報）　Recruitment（新会員獲得）　Extension(増設）　Mentoring（指導）の略として2005年７月 第63回 ITC世界大会で採択されました。
 それ以前はPublic Relations(広報)　Extension(増設)　Membership(会員)　Marketing(マーケティング)の略でした。
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